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▲開会の挨拶をする有間会頭

▲地方の食材を求めて多くのバイヤーが訪れた。

▲クループワークを通しての交流

令和５年度

事業報告・各会計収支決算を承認
６月通常議員総会より

　

宇
和
島
商
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通
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６
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催
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６
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3 みんなの力で豊かな宇和島を　会員増強に努めよう

宇和島商工会議所は宇和島商工会議所は

地域経済団体として創立110周年を迎えました!!
　宇和島商工会議所は、大正３年（1914年）12月１日に、宇和島商工会として誕生しました。
地域の皆様をはじめとした関係各所の皆様に支えられ、2024年に創立110周年を迎えました。
　今後も、地域総合経済団体としての使命達成のため、時代の要請に応えるべく地域活性化
と産業振興、都市開発のための各種調査研究や新規イベントの開催など積極的な事業を展開
してまいります。

❖110年の歩み❖
1914年（大正３年）12月１日　宇和島商工会創立

1936年（昭和11年）　宇和島商工会議所へ組織変更

1967年（昭和42）　商工会館が落成

1984年（昭和59年）　宇和島商工会議所創立70周年

2014年（平成26年）　宇和島商工会議所創立100周年

2024年（令和６年）　宇和島商工会議所創立１１０周年

　大正３年（1914年）、第一次世界大戦が勃発し、日本は対独戦に参戦、日本の産業はかつてない好況を迎えた。
宇和島でも産業、景気は活発を呈し、労働者も増加した。商業も発展を遂げ、追手通から、袋町、恵美須町、船
大工町にいたる長い商店街が形成されるが、鉄道・陸運の発展と港湾の整備拡大によって、商店街の中心は、し
だいに繁華街の追手通から恵美須町方面に移った。
　このような中、共栄銀行頭取中川鹿太郎ら実業家が宇和島商工会を設立した。

　宇和島商工会は、創立以来、商工会議所への昇格を構想していたが、時期尚早論、経費負担増加を危ぶんでの
反対論もある中、昭和１１年２月、昇格を実現した。宇和島商工会議所は、不況対策、中小商工業者救済に乗り
出し、商工組合・工業組合の設立、商店経営の近代化、増税反対、四国循環鉄道開通の促進に取り組んだ。

　宇和島では昭和34年に新橋センターが創業し、大型店の時代が始まった。42年には丸之内百貨店が創業した。
商店街ではアーケード化が進み、近代化が進んだ。この頃からレジャー産業が急成長し、市内企業の新築・改装、
ビルの建設など景観も大きく変化していった。このような中、商工会館が昭和42年12月に落成した。

　昭和50年代を迎えると、大型店の出店が増加し競合問題が深刻になった。昭和54年から、工場の閉鎖や、造
船会社の倒産及び連鎖倒産などがあり、当所は特別経営相談室を開設した。

　平成に入り、デフレーションによる平成不況、消費税増税による景気後退、経済活動の収縮、失業者の増大な
ど不況は深刻化の一途をたどった。
　宇和島市の中心商店街では、高速道路の南伸に伴う松山市への消費の流出、大規模小売店やロードサイド店の
進出、通信販売、ネット販売など消費形態の変化、商店主の高齢化などによって空洞化、空き店舗率が増加した。

　令和２年は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行による未曽有の経済停滞にさらされた。そんな中、当所
では「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を開設し、感染症の影響を受ける事業者の皆様へ最新の情報
提供をはじめ、売上減少などによる資金繰り対策や給付金等の申請サポート等に取り組んだ。
　令和５年５月、新型コロナウイルス感染症の５類移行により社会経済活動は正常化が進みつつある一方で、物
価高騰や人手不足の影響等により、経済は依然として厳しい状況にある。

　来る11月４日（月・振替休日）には、元東京ヤクルトスワローズ選手・監督、現在野球解説者等でご活躍中の
古田敦也氏を招聘し、創立110周年記念講演会を予定しております。詳細決定次第会員の皆さまにご案内いたします。



4会 議 所 は 企 業 の 要 ・ 地 域 の 灯

法人経営をバックアップする　　商工会議所会員様向け

業務災害総合保険
長期休業補償
ビジネス総合保険制度

お問い合わせは
㈱東京海上日動パートナーズ中国四国

愛媛支店　宇和島支社
宇和島市錦町３－20  アイティーシー宇和島ビル３階

℡：0895－28－6177

小規模事業者支援法に基づく「経営発達支援計画（第２期）」が認定されました

小規模事業者を対象とした伴走支援を実施!!
事業計画策定支援や需要開拓支援を積極的に展開!!

　「経営発達支援計画」とは、小規模事業者事業の持続的発展を図ることを目的に、商工会議所・商工会が、小規
模事業者による事業計画の作成及びその着実な実施を支援することや地域活性化につながる展示会開催等の面的な
取組を促進するため、小規模事業者の技術の向上、新たな事業分野の開拓、その他の小規模事業者の経営発達に特
に資する支援計画を策定し実施する計画です。
　令和６年３月15日、第11回認定において宇和島商工会議所の「経営発達支援計画」を第2期として更新し、経済産
業大臣から認定されました。
　これからより一層、小規模事業者を対象にした様々な伴走型支援および地域の活性化に取り組んでまいります。

経営発達支援計画の目標
⑴地域の雇用と産業を支える小規模事業者の自立的経営力強化の実現
⑵地域資源の魅力を活かした経済活性化
⑶宇和島市の魅力的な商品およびサービス開発による需要の開拓
⑷職員の資質向上と支援体制の強化

具体的な支援内容（抜粋）
　◆事業計画策定・実施支援

　小規模事業者が課題解決に能動的に取り組めるよう「経営力再構築型（課題設定型）」の事業計画策定支援
を実施する必要性があります。そこで、事業者自身が「自己変革力」を身に付けられるよう内発的動機付け
を行いながら、実行可能な事業計画の策定支援を行います。
　また、計画実施にあたっては、経営指導員等が定期的に事業の進捗状況確認を行い、専門家等との連携に
よるフォローアップを実施。必要に応じて計画の見直しや追加策を検討するなど、伴走型支援を行います。

　◆需要開拓支援
　地域資源を活用した魅力的な商品やサービスを発掘し、展示会・
販売会への参加支援により、ノウハウの習得および商品を提案する
機会を設け、ネット販売やSNSを利用した広告宣伝およびＤＸの推進
など理解と認識を深めながら支援することにより、新たな需要の開
拓を支援します。

▲昨年度のFABEX関西2023の様子

貸会場貸会場ののご案内ご案内
～多目的スペースとしてご利用ください～

会員割引
無料Wi-Fi完備

各種式典、研修に対応できる
ホール（写真：50人収容・１
テーブル２人掛け）がご利用
いただけます。詳細は当所
ホームページをご覧ください。
※お申し込みは、使用日３カ月前
より受け付けます。
　使用目的及び内容によっては、
使用をお断りすることがあります。

▲3F大ホール（191.16㎡）



5 郷 土 の 未 来 　 豊 か に 伸 ば す 商 工 会 議 所

令和６年度　通行量調査報告
　愛媛県の景気は、新型コロナウイルス感染症の収束により持ち直している。世界情勢の不安定さと円安の進
行によって、食品を中心にさまざまな商品の価格が高騰し、家計負担が増加している。宇和島圏域においても
消費の落ち込みにより、厳しい経営環境となっている。
　一方で円安により訪日外国人観光客が増加しており、観光需要は増加基調である。
　本調査は商店経営及び商店街活性化の基礎資料として活用する目的で、２年おきに５月中旬の水曜日と日曜
日に中心商店街の通行量を計測している。
　今回は、駅前通り及び駅前南側商店街は駅前再開発等により通行量調査を実施しておりません。

⑴実施日時
　・令和6年5月15日㈬　天候：晴
　　　　　5月19日㈰　天候：曇のち雨
　　時間：10：00～19：00

⑵調査方法
　・�調査地点からJR宇和島駅方向へ、
　　駅方向から調査地点方向へのそれ
　　ぞれについてカウント
・１時間単位で集計
・中学生以上を対象
・男女別にカウント
・歩行者、自転車別にカウント

平日・日曜日の１日通行客数

R6・R4の各商店街の通行量

5/15㈬ 令和４年度 前回対比 5/19㈰ 令和４年度 前回対比
袋 町 １ 丁 目 1,574 1,394 12.9% 960 863 11.2%
袋 町 ２ 丁 目 1,519 1,599 ▲5.0% 1,054 1,078 ▲2.2%
新 橋 通 り 1,779 1,813 ▲1.9% 1,232 1,191 3.4%
恵美須町１丁目 1,932 1,987 ▲2.8% 1,485 1,412 5.2%
恵美須町２丁目 2,859 1,988 43.8% 1,716 1,614 6.3%

合　　計 9,663 8,781 10.0% 6,447 6,158 4.7%
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－令和６年度第１回－　南予ブロック商工会議所正副会頭会開催

小規模企業振興委員連絡会議を開催

　去る５月16日㈭、花の森ホテル（伊予市中山町）において、令和６年度第１回南予ブロック商工会議所正副会頭会が
開催された。今回主管の伊予商工会議所　城戸善浩会頭の開会挨拶後、㈱いよぎん地域経済研究センター　竹田雅弘
調査部長より、「人口減少社会における地域活性化」と題した講話を聴講した。愛媛県でも特に南予の人口減少は著し
く、マーケットの縮小、労働力不足により、今現在も事業の継続や地域持続性
にも深刻な影響を与えている。南予地域の共通課題として、今後さらに愛媛県
や各行政と連携し、即効性・持続性を兼ねた思い切った施策を打ち出していく
ことが大事などと意見を交わした。
　続いて、各会議所より地域の状況や事業の紹介が行われ、当所からは４月
に発生した地震の被害状況や会員数動向、ルーキーズカレッジ、牛鬼まつりＰ
Ｒなどの報告を行った。会議終了後、出席者一同で和やかな雰囲気の中、懇
親を深めると共に、南予地域の結束力も大いに高め、当所有間義恒会頭の中
締めにて終了した。
　第２回は11月19日㈫、宇和島にて開催予定。

　５月21日㈫、当所において令和６年度第１回小規模企業振興委員連絡会議を開催した。この会議は各団体の代表者と
商工会議所の正副会頭と日本政策金融公庫、愛媛県、宇和島の担当者を交えて宇和島圏域における各業種の業況や課題、
また官公庁等への要望を共有することを目的としている。今回は愛媛県少子化対策・女性活躍統括部長の池田和氏を講
師に愛媛県が推進している「ひめボス宣言認証制度」についての講話も実施した。
　会の中では各業界の業況と年始の地震の影響が述べられ、その後、「建築費の値上がりとそれによる住宅ローン借入可
能額との乖離」、「観光振興や少子化対策」などについて意見交換が行われた。次回は11月頃に開催予定。

▲合言葉は「南予はひとつ」



6取引先企業の倒産にそなえて　——　中小企業倒産防止共済制度

　令和５年12月22日に閣議決定された令和６年度税制改正大綱に、以下のとおり中小企業倒産防止共済
制度に係る税制の特例に関する改正の記載があり、本改正は国会の審議を経て正式に決定されました。

特定の基金に対する負担金等の損金算入の特例における独立行政法人中小企業基盤整備機構が
行う中小企業倒産防止共済事業に係る措置について、中小企業倒産防止共済法の共済契約の解
除があった後同法の共済契約を締結した場合には、その解除の日から同日以後２年を経過する
日までの間に支出する当該共済契約に係る掛金については、本特例の適用ができないこととす
る（所得税についても同様とする。）。
（注）上記の改正は、令和６年10月１日以後の共済契約の解除について適用する。

出典：令和６年度税制改正の大綱
※財務省ホームページにて公開中のPDFファイルの62頁に掲載。
https://www.mof.go.jp/tax_policy/tax_reform/outline/fy2024/20231222taikou.pdf

　つまり、令和６年10月１日以降に共済契約を解約し、再度共済契約を締結（再加入）する場合、その解
約の日から２年を経過する日までの間に支出する掛金については、必要経費または損金に算入できなくな
ります。

　新規加入をご検討されているお客様や解約をご検討されているご契約者様は、上記改正についてご留意
ください。

加入

損金算入可能となる期間
（１回目）

再加入は可能だが
損金算入できない期間

（２年間）
損金算入可能となる期間

（２回目）

解約

（参考：改正イメージ）

中小企業倒産防止共済制度に係る
税制の特例に関する内容の変更について

経営セーフティ共済

貸付制度の利率状況（8/20現在）
日本政策金融公庫
〇普通貸付（担保不要：基準金利）　2.35～3.65％

〇普通貸付（担保提供：基準金利）　1.35～3.25％

〇経営改善融資（マルケイ）　  1.45%（補助あり）

【コロナ関連融資】
⃝新型コロナウイルス感染症特別貸付　基準利率　1.45～2.75％

民間金融機関による信用保証付融資
〈愛媛県制度〉
〇経営安定資金 ( 一般 )　2.15%（補助あり）
〇小口零細企業資金　　1.65% 又は 0.65%（保証料補助あり）
〇新事業創出支援資金　1.50% 又は 1.30%（保証料補助あり）
〇緊急経済対策特別支援資金　　　 1.50%（保証料補助あり）

〈宇和島市制度〉
〇中小企業振興資金　　　　1.35%（保証料補助あり）
〇中小企業設備近代化資金　1.35%（保証料補助あり）
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

●女性会だより● ＊＊

商工会議所会員事業所の女性または趣旨に賛同していただける宇和島市内の女性であれば入会可能です
（R6年会費5,000円）。詳しくは事務局（TEL:22-5555）まで。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

宇和島商工会議所女性会 新規会員募集中！　～女性の力で宇和島を元気に～

愛
媛
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
定
時
総
会
開
催

　

６
月
12
日
㈬
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
総
会
が
西
条
市
に
て

開
催
さ
れ
、
宇
和
島
か
ら
は
里
井

新
会
長
他
会
員
５
名
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
事
業
・

収
支
報
告
な
ど
全
議
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
総
会
後
に
は
研

修
会
が
行
わ
れ
、
西
条
市
教
育
委

員
会
事
務
局 

伊
藤
敏
昭
氏
を
講

師
と
し
て
迎
え
「
新
幹
線
の
生
み

の
親 

〜
十
河
信
二
と
妻
キ
ク
の

愛
情
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

頂
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
あ
お
い
コ
ー
ラ

ス
や
西
条
高
校
日
本
音
楽
部
に
よ

る
琴
の
演
奏
の
余
興
が
披
露
さ
れ

た
。
懇
親
会
の
最
後
で
は
、
来
年

度
の
宇
和
島
県
大
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
一
年

後
に
な
り
ま
す
が
、
女
性
会
会
員

を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
役
員
選
任

会
　
長
　
里
井
さ
ゆ
り（
新
任
）

副
会
長
　
清
家
　
葉
子

　
〃
　
　
小
松
　
理
恵（
新
任
）

理
　
事
　
浅
田
　
美
幸（
新
任
）

　
〃
　
　
井
上
　
幸
子

　
〃
　
　
亀
井
　
万
織

　
〃
　
　
酒
井
美
有
紀（
新
任
）

　
〃
　
　
武
田
　
真
里

　
〃
　
　
古
谷
千
代
子（
新
任
）

　
〃
　
　
吉
原
　
千
晶

監
　
事
　
石
丸
さ
や
か

　
〃
　
　
中
村
　
保
子

　

５
月
10
日
㈮
宇
和
島
商
工

会
議
所
に
て
開
催
の
会
員
総

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地 域 産 業 を 伸 ば す 商 工 会 議 所

202
4

202
4

202
4ＹＥＧ

だ
より

宇和島ＹＥＧメンバー募集中！宇和島ＹＥＧメンバー募集中！ （現在45名）
・会員事業所経営者・後継者・従業員
・年会費　30,000円

・年齢　満49歳以下
・他に必要なのはヤル気と根性（?）だけ！

　

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
「
オ
ー
ル
カ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
〜
来
さ
い

や
、
見
さ
い
や
、
食
べ
て
み
祭
〜
」
を
７
月
22
日
か
ら
24
日
に
か

け
て
開
催
し
た
。
初
日
の
22
日
は
道
の
駅
み
な
と
オ
ア
シ
ス
う
わ

じ
ま 

き
さ
い
や
広
場
で
、
23
日
と
24
日
は
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ

れ
、
食
を
通
じ
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

宇
和
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
中
心
と
な
っ
て
会
場
運
営
を
行
い
、
市
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
17
店
舗
が
出
店
し
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
い

た
。
ま
た
22
日
に
は
プ
ロ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｚ
」
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、

華
麗
な
ダ
ン
ス
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
多

く
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
企
業
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

　
オ
ー
ル
カ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

Facebookのフォロー＆いいね！も
お願いします。

詳しくは担当事務局　伊井までご連絡ください

　令和５年12月22日に閣議決定された令和６年度税制改正大綱に、以下のとおり中小企業倒産防止共済
制度に係る税制の特例に関する改正の記載があり、本改正は国会の審議を経て正式に決定されました。

特定の基金に対する負担金等の損金算入の特例における独立行政法人中小企業基盤整備機構が
行う中小企業倒産防止共済事業に係る措置について、中小企業倒産防止共済法の共済契約の解
除があった後同法の共済契約を締結した場合には、その解除の日から同日以後２年を経過する
日までの間に支出する当該共済契約に係る掛金については、本特例の適用ができないこととす
る（所得税についても同様とする。）。
（注）上記の改正は、令和６年10月１日以後の共済契約の解除について適用する。

出典：令和６年度税制改正の大綱
※財務省ホームページにて公開中のPDFファイルの62頁に掲載。
https://www.mof.go.jp/tax_policy/tax_reform/outline/fy2024/20231222taikou.pdf

　つまり、令和６年10月１日以降に共済契約を解約し、再度共済契約を締結（再加入）する場合、その解
約の日から２年を経過する日までの間に支出する掛金については、必要経費または損金に算入できなくな
ります。

　新規加入をご検討されているお客様や解約をご検討されているご契約者様は、上記改正についてご留意
ください。

加入

損金算入可能となる期間
（１回目）

再加入は可能だが
損金算入できない期間

（２年間）
損金算入可能となる期間

（２回目）

解約

（参考：改正イメージ）

中小企業倒産防止共済制度に係る
税制の特例に関する内容の変更について

経営セーフティ共済



8企 業 を 育 て 地 域 を 伸 ば す 商 工 会 議 所

　ＤＩ値で前年同期と比べた今期の状況
を業種別にみると、業況は小売業を除い
てマイナス幅が拡大、売上は製造業の好
転を除いて悪化となった。雇用はサービ
ス業以外が好転となった。原材料やエネ
ルギー価格等の高騰、物流2024年問題に
伴う輸送費の増加、労務費の増加など問
題が山積しており、かつ価格転嫁が難し
い企業も多く利益を圧迫している。また、
建設業では技術者等の専門人材の不足に
よる受注機会の損失も発生している。

　ＤＩ値で今期と比べた来期の見通しを業
種別にみると、全業種で業況と売上が悪化
する見通しとなっており厳しい状況が続い
ている。今後は、賃上げや定額減税の開始
に伴う可処分所得の増加による個人消費の
拡大が期待されるものの、歴史的な円安等
で物価高が継続する中、電気・ガス代への
激変緩和措置も終了となり、一層の収益悪
化が懸念される。（８月再開予定）

　ＤＩ値で前期比の推移を見ると、売上・業
況ともにマイナス幅を縮小させた。前期の大
幅悪化の反動も理由の一つであると考えられ
るが、サービス業の飲食・宿泊などを中心に
国内観光需要の回復や建設工事業者による長
期宿泊などプラス材料も聞かれた。
　今後は、各企業で人手不足対策や価格転嫁
の推進等の経営課題の解決に取り組む必要が
ある。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
（前年同期） ▲9

（▲20）
▲50

（▲38）
▲33

（▲22）
▲50

（▲33）
▲38

（▲6）

売上
（前年同期） ▲9

（0）
▲75
（0）

0
（▲33）

▲67
（17）

▲13
（25）

雇用
(前年同期) 20

（▲20）
13

（0）
25

（▲11）
0

（0）
▲13

（▲6）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
▲18 ▲50 ▲22 ▲67 ▲13

売上
▲9 ▲50 ▲22 ▲17 0

雇用
20 12 ▲11 ▲16 ▲12

ＤＩ値とは
・�好転・増加と答えた企業割合から、それぞれ悪化・減少と答

えた企業割合を引いて算出。
　ＤＩ値＝（好転・増加）－（悪化・減少）
・�０（ゼロ）を基準として、プラス値で上向き傾向、マイナス

値で下向き傾向を示す。よって、売上高などの実数値の変化
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気観の相対的な
広がりを意味する。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

業
種 業況 売上 雇用

全
　
業
　
種

今期の実績
［Ｒ６. ４～６月］

（前年同期比の数字）
▲34

（▲20）
▲26
（4）

▲6
（▲8）

来期の見通し
［Ｒ６. ７～９月］ ▲28 ▲16 ▲2

凡　例
特に好転 好転 まあまあ 悪化 特に悪化

ＤＩ値水準 ＞＝25 24～10 9～▲9 ▲10～▲24 ＜＝▲25

管内景況報告管内景況報告

(令和６年６月市内５０企業のアンケート主体)

令和６年４－６月期
原材料やエネルギー価格等の

高騰への対応難

⑴ 前年同期（令和５年４～６月）と比べた今期（令和６年４～６月）の状況

⑵ 今期（令和６年４～６月）と比べた来期（令和６年７～９月）の見通し

⑶ 経営上の問題（返答企業は上位３つまで回答可）

 １ 概　　況

 ２ 業態別動向

（１）需給の動向

　日銀の松山支店が公表している愛媛県金融経済概況（令和
６年６月公表）によると、愛媛県の景気は、一部に弱めの動
きがみられるものの、基調としては持ち直している。すなわ
ち、個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも、緩やかに回
復している。住宅投資は、弱い動きとなっている。設備投資
は、増加している。公共投資は、高水準で推移している。こ
うした中、生産は、弱含んでいる。雇用・所得環境をみると、
緩やかに持ち直している。
　本調査による宇和島市の業況をみると、全業種の対前年同
期比（令和５年４～６月）で、「売上」が増加したが22.0％、減
少が48.0％、「採算」が好転したが6.0％、悪化が30.0％として
おり、売上、採算ともに前年同期と比べ、悪化している。

　ＤＩ値で全業種の今期の実績を前年同期（令和５年４～６
月）と比較すると、業況はマイナス幅が拡大、売上は悪化に
よりマイナス域にとなった。
　設備投資について実施した事業所は、小売業36.4%、卸売
業25.0％、製造業11.1%、建設業は33.3％、サービス業18.8%と
なった。来期計画している事業所は、小売業18.2%、卸売業
37.5％、製造業11.1%、サービス業43.8％、建設業は計画なし
としている。

（２）雇用情勢

　宇和島公共職業安定所における令和６年４月の新規求職者
数は、419人で前年同月の440人より21人（4.7％）減となった。
新規求人数は676人であり、前年同月667人より９人（1.3%）
増となっている。令和６年４月末現在の有効求職者数は1,349
人（内55才以上の高齢者827人）、有効求人数は1,968人であり、
有効求人倍率は1.46倍で、前年同月1.37倍より0.09ポイントの
増となっている。売 上 採 算

不変
30.0%

減少
48.0%

好転
6.0%

不変
64.0%

悪化
30.0%

増加
22.0%

 ３ 売上と業況の前期比推移

売上不振
収益低下

仕入難
材料難

過当競争
人件費
負担

経費負担
（人件費以外）

人材不足 設備不足
資金繰り

難
需要の
停滞

その他

小売 33.3% 9.1% 15.2% 3.0% 6.1% 3.0% 6.1% 0.0% 18.2% 3.0%

卸売 4.2% 8.3% 8.3% 12.5% 4.2% 12.5% 4.2% 0.0% 12.5% 8.3%

製造 0.0% 37.0% 0.0% 7.4% 11.1% 14.8% 18.5% 0.0% 3.7% 0.0%

建設 5.6% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

サービス 18.8% 12.5% 2.1% 4.2% 8.3% 22.9% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0%

24
年
Ⅱ
期

24
年
Ⅰ
期

23
年
Ⅳ
期

23
年
Ⅲ
期

23
年
Ⅱ
期

23
年
Ⅰ
期

22
年
Ⅳ
期

22
年
Ⅲ
期

22
年
Ⅱ
期

22
年
Ⅰ
期

21
年
Ⅳ
期

21
年
Ⅲ
期

21
年
Ⅱ
期

21
年
Ⅰ
期

20
年
Ⅳ
期

20
年
Ⅲ
期

20
年
Ⅱ
期

20
年
Ⅰ
期

19
年
Ⅳ
期

19
年
Ⅲ
期

19
年
Ⅱ
期

19
年
Ⅰ
期

18
年
Ⅳ
期

18
年
Ⅲ
期

18
年
Ⅱ
期

18
年
Ⅰ
期

15.0
5.0
-5.0
-15.0
-25.0
-35.0
-45.0
-55.0
-65.0

ＤＩ値（前期比）の推移 売上
業況
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放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

● 

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

● 

10
代
か
ら
100
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
、

約
８
万
５
千
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

● 

授
業
に
は
3
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
BS

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、

ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り

ま
す
。

● 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
300
以
上
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

● 

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は
１
万
２
千

円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ

科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。

● 

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
学
習
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）

の
開
講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

 

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９
―
９
２
３
―
８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。

● 

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31
日
ま
で
、

第
２
回
は
９
月
10
日
ま
で
。

全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

宇
和
島
大
会
を
開
催

脳
の
活
性
化
に
は
、

ソ
ロ
バ
ン
が
一
番
！

　

令
和
６
年
６
月
16
日
㈰
、『
２
０
２
４
年

全
国
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
』（
日
本
珠
算

連
盟
・
宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟
共
催
）
宇
和

島
大
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
各
地
で
地
方
大

会
を
行
い
、
部
門
別
の
上
位
入
賞
者
が
全
国

審
査
さ
れ
、
日
本
一
を
決
定
す
る
。

　

宇
和
島
地
区
で
は
61
名
が
参
加
し
、
日
本

一
を
目
指
し
た
。
当
地
区
大
会
の
レ
ベ
ル
は

高
く
、
毎
年
部
門
別
ベ
ス
ト
100
位
の
入
賞
者

を
輩
出
し
て
い
る
。

　

当
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
金
賞
を
受
賞

し
た
生
徒
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
宇
和
島
大
会
　
金
賞
受
賞
者
】

●
小
学
校
１
年
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

結
華

●
小
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

凛
華

●
小
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

理
晏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

智
尋

　

近
年
、
脳
を
鍛
え
る
元
祖
「
脳
ト
レ
」
の

そ
ろ
ば
ん
が
再
び
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

電
卓
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
計
算
機
器
が
普
及

す
る
中
、
な
ぜ
今
そ
ろ
ば
ん
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
そ
ろ
ば
ん
が
単
な
る
計
算
の

道
具
で
は
な
く
、
集
中
力
・
記
憶
力
・
忍
耐

力
を
育
て
る
か
ら
で
す
。

　

各
そ
ろ
ば
ん
教
室
で
は
、
体
験
学
習
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
体
験
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

（
宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟
）

【そ
ろ
ば
ん
の
メ
リ
ッ
ト
】

①　

 

数
字
に
強
く
な
り
、
計
算
力
が
身
に
付

き
ま
す
。

②　

 

集
中
力
と
忍
耐
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

③　
 

注
意
深
く
数
字
を
読
み
取
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
洞
察
力
の
原
点
に
！

●
小
学
校
４
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

悠
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

來
幸

●
小
学
校
５
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

陽
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

新
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
丸　

晃
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
家　

愛
未

●
小
学
校
６
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
龍
太
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

陽
史

●
中
学
校
１
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
居　

希
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

爽
夏

●
中
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
家　

爽
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

佑
衣

●
中
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
岡　

美
杏

●
高
校
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

志
穏

●
一
般
の
部
Ⅰ
（
50
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

凪
紗



10会 議 所 の 知 恵 と 対 話 が つ く る 明 日

　
夜
空
に
咲
き
誇
る
大
輪
の

花
。
坂
下
津
沖
の
海
上
か
ら
ま

つ
り
の
始
ま
り
を
告
げ
る
約
１

万
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
上

が
っ
た
。
例
年
以
上
に
打
ち
上

が
っ
た
花
火
は
、
多
く
の
人
を

魅
了
し
、
会
場
周
辺
で
は
歓
声

が
沸
き
上
が
っ
た
。

　
今
年
も
鑑
賞
ク
ル
ー
ズ
や
有

料
観
覧
席
を
設
け
る
な
ど
し
、

特
別
な
夜
を
演
出
。
全
国
的
に

縮
小
や
中
止
が
増
え
て
い
る
花

火
大
会
。
宇
和
島
で
は
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
牛
鬼
ま
つ
り
の
花
形
で
あ
る

牛
鬼
パ
レ
ー
ド
。
今
年
は
子
ど

も
牛
鬼
と
親
牛
鬼
の
パ
レ
ー
ド

を
同
じ
日
に
開
催
し
た
。
午
前

に
は
小
さ
な
牛
鬼
を
担
い
で
子

ど
も
た
ち
が
商
店
街
を
練
り
歩

き
、
午
後
に
は
体
長
５
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
も
あ
る
親
牛
鬼
が
登

場
。
勇
壮
な
練
り
が
訪
れ
た
人

を
楽
し
ま
せ
た
。

　
３
日
間
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
グ
ル
メ
が
集
ま
る
オ
ー

ル
カ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
屋
台
が
並

び
、
観
客
は
催
し
を
楽
し
み

な
が
ら
料
理
を
味
わ
っ
た
。

　
最
終
日
の
宇
和
島
お
ど
り

大
会
で
は
、
色
と
り
ど
り
の

衣
装
に
身
を
包
ん
だ
踊
り
手

た
ち
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

宇
和
島
お
ん
ど
に
合
わ
せ
て

踊
り
、
宇
和
島
の
夜
に
彩
り

を
添
え
た
。

　
33
回
目
を
迎
え
た
ガ
イ
ヤ

カ
ー
ニ
バ
ル
は
、子
供
の
部
17

団
体
、一
般
の
部
30
団
体
の
合
計

47
団
体
、約
1,800
人
が
出
場
し
た
。

「
ガ
イ
ヤ
！
ガ
イ
ヤ
！
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
軽
快
な
音
楽
に

合
わ
せ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
踊

り
を
披
露
し
、
子
供
の
部
で
は

「
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｚ
」

が
ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ヤ
大
賞
に
、

一
般
の
部
で
は
「
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
広
蓮
」
が
ガ
イ
ヤ
大
賞
に
輝

い
た
。

真
夏
の
風
物
詩
「
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
」

海上打上花火

ガイヤカーニバル

　日程を一部変更して開催した第58回うわじま牛鬼まつり。７月22日から
24日までの３日間にわたり盛大に開催された。今年は22日に約１万発の海
上打上花火で幕を開け、元気いっぱいの保育園児や小学生によるブラスバン
ド・トランペット鼓隊コンサートや各チームがダイナミックに踊る「うわじ
まガイヤカーニバル」。同日開催となった「子ども牛鬼・親牛鬼パレード」
やしっとりとまつりの風情を感じる「宇和島おどり」、食のイベント「オー
ルカマーフェスタ」など、多彩な催しで参加者や観客を盛り上げた。
　皆様方の多大なるご支援、ご協力を賜りましたことを御礼申し上げます。

子ども牛鬼・親牛鬼パレード

新たな日程で盛大に開催！

宇和島おどり大会オールカマーフェスタ



11 労働福祉向上のために　ー 　特定退職金共済制度

新 入 会 員 ご 紹 介
事業所名 所　在　地 部　　会 営業内容

長谷川酸素㈱ 伊吹町字花ナシ甲1428 小 売 商 業 高圧ガス・医療用ガス販売
㈲大成社 宇和島営業所 天神町8-16 小 売 商 業 印刷製品製造
末広表具店 三浦東1358 工 　 業 表具
giasemi_MKC 伊吹町甲1319-1 工 　 業 縫製加工
愛媛県信用保証協会 宇和島支所 中央町1-9-10 愛媛新聞ビル５Ｆ 金 融・ 専 門 信用保証業
スマイル鍼灸整骨院 住吉町1-7-1 住吉ハイツ１Ｆ 金 融・ 専 門 鍼灸整骨院
第一生命保険㈱松山支社宇和島営業オフィス 錦町3-20 アイティーシー宇和島ビル４Ｆ 金 融・ 専 門 保険業
明治安田生命保険(相)松山支社宇和島営業所 丸之内1-3-6 金 融・ 専 門 保険業
元藪行政書士事務所 宇和津町1-3-5 金 融・ 専 門 行政書士
azu-L 中央町2-2-11 ２F 観光・サービス 飲食業
お酒と小皿つまみ　ろか 恵美須町1-5-19 観光・サービス 居酒屋
Dog salon teto 蛤365-1 観光・サービス 動物トリミング
プライベートサロン Healing 和霊中町3-2-18 観光・サービス リラクゼーションサロン
プリンセスライン 丸之内5-5-3 観光・サービス 貸衣裳業
ウツノミヤシーリング 夏目町1-4-4 第2本久ハイツ301号 建 　 　 設 シーリング工事
山光建築 坂下津甲188-1 建 　 　 設 建築業
倭光建築 伊吹町甲500 建 　 　 設 木造大工

事業所名 所　在　地 営業内容
大高商店 八幡浜市若山1-332-22 室内装飾
坂本大信 津島町須下64-8 電気工事
はなき農園 南宇和郡愛南町御荘和口1003 農業
昌塗防 松山市古川南1-16-21 ビッグベンビル203号 塗装業
MUSE 三間町是能1477-18 アロマトリートメント
（同）和楽 南宇和郡愛南町広見1867-1 介護サービス

（令和６年４月21日～令和６年８月19日）※部会別、五十音順

【特別会員】

愛媛県火災共済協同組合

『災害』により休業を余儀なくされた時の備えは十分ですか？

お問合せ・お申込は、宇和島商工会議所へ

地震 津波 火災
水災

風災

「休業対応応援共済」
が事業再開を応援します。

県共済

〒790-0001 松山市一番町四丁目１番２
電話（089）945-1313　FAX（089）932-7602

宇和島金融協会
伊 予 銀 行
四 国 銀 行
愛 媛 銀 行
香 川 銀 行

高 知 銀 行
宇和島信用金庫
Ｊ Ａ え ひ め 南EHIME

SOUTH

他３事業所
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る
だ
け
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
、
ど
れ

を
買
う
か
迷
う
ほ
ど
。

　

一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
て
お
り
、
幸
司

さ
ん
は
、
「
ぜ
ひ
上
生
菓
子
を
買
っ
て
ほ

し
い
」
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
。
気
温
や

湿
度
に
よ
っ
て
、
味
や
食
感
が
変
わ
る
た

め
、
手
造
り
に
こ
だ
わ
る
。
機
械
で
は
で

き
な
い
工
程
が
多
く
、
手
間
を
か
け
て
い

る
た
め
実
現
で
き
る
上
生
菓
子
で
あ
る
。

　

上
生
菓
子
の
ア
イ
デ
ア
は
夫
婦
で
出
し

合
い
、
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
す
る
。
若
年
層

の
和
菓
子
離
れ
が
進
む
中
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
る
。

　

奥
さ
ん
は
、
「
混
雑
す
る
と
き
も
あ

り
、
少
し
お
待
た
せ
す
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
気
軽
に
覗
い
て
く
だ
さ
い
」
と

話
す
。

　

手
造
り
の
た
め
大
量
生
産
は
で
き
な
い

が
、ど
の
商
品
も
満
足
す
る
も
の
ば
か
り
だ
。

　

和
菓
子
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
え
、
厳
し
い

経
営
環
境
で
は
あ
る
が
、
小
規
模
事
業
所

な
ら
で
は
の

知
恵
と
工
夫

で
乗
り
切
っ

て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
季

節
を
愉
し
む

手
づ
く
り
和

菓
子
を
食
べ

て
み
て
ほ
し

い
。

（
取
材
：
Ａ
・
Ｍ
）

宇
和

島
商

工
会

議
所

会
報

  №
237

令
和
６
年
８
月
20 日
発
行

発
行
所

印
刷
所

宇
和
島
商
工
会
議
所

佐
川
印
刷
㈱
宇
和
島
市
丸
之
内
1－
3－
24

宇
和
島
市
弁
天
町
1丁
目
1－
13
T
EL（
0895 ）22 －

5555
T
EL（
0895 ）20 －

1100
FA
X（
0895 ）24 －

6655
FA
X（
0895 ）52 －

0096
本
誌
購
読
料
は
会
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
価

200
円

－ どがいなですか…会員さん －
な
が
た
き
農
園代

表　

長
瀧　
　

茂

蛤
61
︱
11

島
暮
ら
し
の
み
か
ん
農
家
か
ら
観
光
事
業
へと

で
、
宇
和

島
へ
の
観
光

客
誘
致
を
目

指
し
て
い
る
。

ま
た
、
か
き

氷
店
を
通
じ

て
、
愛
媛
県

を
訪
れ
る
旅
行
者
に
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
県
外
の
マ
ル
シ
ェ
に
積
極
的

に
出
店
し
、
濃
厚
な
味
わ
い
で
人
気
の
無

添
加
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
『
な
が
た
き
ス

ペ
シ
ャ
ル
』
を
中
心
に
販
売
し
て
い
き
な

が
ら
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
を
通
じ
て
農
園
の

魅
力
を
伝
え
、
新
規
顧
客
の
獲
得
を
目
指

し
て
い
く
。
最
終
的

に
は
、
九
島
を
秘
境

の
観
光
地
と
し
て

発
信
し
、
観
光
事
業

の
創
設
を
見
据
え

た
事
業
展
開
を
し

て
い
く
と
い
う
大
き

な
夢
に
挑
戦
し
て
い

る
。
な
が
た
き
農
園

の
こ
の
意
気
込
み
と

挑
戦
に
、
今
後
も
注

目
し
て
い
き
た
い
。

【
営
業
日
】
７
・
８
月
毎
週
日
曜
日

【
営
業
時
間
】
13
：
00
〜
18
：
00

　
　
　
　
　
　
（
LO 

17
：
30
）

（
取
材
：
Ｏ
・
Ａ
）

　

人
口
約
７
０
０
人
程
が
住
む
九
島
で
、

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
立
地
を
生
か
し

つ
つ
、
自
然
と
の
共
生
を
重
視
し
、
持
続

可
能
な
農
業
を
実
践
し
て
い
る
な
が
た
き

農
園
。
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
み
か
ん
や

柑
橘
類
を
中
心
に
、
多
様
な
農
産
物
を
栽

培
・
販
売
し
て
い
る
。
代
表
の
長
瀧
さ
ん

は
、
義
理
の
父
が
み
か
ん
農
家
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
影
響
を
受
け
み
か
ん
作
り
に
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
九
島
の
す
ば

ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
惹
か
れ
て
、
な

が
た
き
農
園
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
。

　

な
が
た
き
農
園
で
は
、
九
島
に
多
く
の

人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
観
光
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
夏
に
柑
橘
栽
培
の
閑
散
期

（
７
・
８
月
）
を
利
用
し
て
、
２
年
前
に

か
き
氷
店
「
九
島
」
の
営
業
を
始
め
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
ミ
ル
ク
」
、
「
い
ち
ご
」
、

「
甘
夏
キ
ウ
イ
」
、
「
抹
茶
」
、
「
宇
和

島
パ
ー
ル
」
の
５
種
類
で
い
ず
れ
も
自
家

製
シ
ロ
ッ
プ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
抹
茶

を
除
く
メ
ニ
ュ
ー
で
使
用
し
て
い
る
素
材

は
す
べ
て
愛
媛
県
産
の
も
の
で
あ
り
、
地

元
の
食
材
を
大
事
に
し
て
い
る
の
が
伝
わ

る
。
か
き
氷

を
提
供
す
る

際
に
、
補
助

金
を
活
用
し

て
作
成
し
た

シ
ョッ
プ
カ
ー

ド
を
一
緒
に

配
布
す
る
こ

▲Instagram

▲季節によって変わる上生菓子

▲宇和島パールといちご

菓
子
舗　

こ
う
の

代
表
者　

河
野　

幸
司

新
町
２
︱
６
︱
２

☎
49
︱
４
０
０
３

季
節
を
愉た

の

し
む
手
づ
く
り
和
菓
子

　

新
橋
商
店
街
に
隣
接
す
る
菓
子
舗 

こ
う

の
は
、
夫
婦
で
切
り
盛
り
し
、
老
若
男
女

に
愛
さ
れ
て
い
る
お
店
で
あ
る
。

　

代
表
者
の
河
野
幸
司
さ
ん
の
実
家
は
餅

屋
で
、
学
生
時
代
か
ら
手
伝
い
を
し
て
お

り
、
将
来
は
自
営
業
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

漠
然
と
持
っ
て
い
た
。
高
校
卒
業
後
、
専

門
学
校
で
学
び
、
10
年
間
松
山
の
和
菓
子

屋
で
修
業
、
平
成
20
年
に
現
在
の
場
所
で

和
菓
子
屋
を
始
め
た
。
和
菓
子
製
造
は
代

表
者
の
幸
司
さ
ん
、
経
理
と
接
客
は
奥
さ

ん
が
担
当
し
、
従
業
員
は
い
な
い
。
店
内

が
混
雑
し
て
い
な
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
に

一
言
声
を
掛
け
な
が
ら
接
客
し
て
い
る
の

が
印
象
的
で
あ
る
。

　

季
節
を
感
じ
る
上
生
菓
子
が
店
頭
に
並

ぶ
。
例
え
ば
、
夏
で
あ
れ
ば
桃
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
時
期
に
は
サ
ン
タ
が
作
ら
れ
る
。

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ん
だ
上
生
菓
子
を
見


